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玉
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ま
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京
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大
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探
検
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の
ア
フ
リ
カ
調
査
か
ら
水
と
環
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切
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を
痛

感
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1
9
8
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年
代
よ
り
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人
の
関
係
性
研
究
を
琵
琶
湖
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
進

め
る
。
琵
琶
湖
博
物
館
総
括
学
芸
員
、
京
都
精
華

大
学
教
授
を
経
て
2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
4
年
ま

で
滋
賀
県
知
事
。
2
0
1
4
年
か
ら
び
わ
こ
成
蹊
ス

ポ
ー
ツ
大
学
学
長

 1   	

 1 エッセイ　千字文 

	 	 ユネスコ無形遺産 曳山伝統と女人禁制	
	 	 嘉田 由紀子

 	 特集  災害を越えて
	 2		  東日本大震災の経験に学ぶ	
	 	 	竹沢 尚一郎
	 4		  被災地のまちづくりの主役は誰か？	
	 	 	臼澤 良一
	 5		  三陸は芸能の宝庫	
	 	 	日髙 真吾
	 7		  鬼神殿にみる震災復興のかたち
	 	 	 ――熊本県西原村から	
	 	 	藤本 延啓
	 8		  歴史資料ネットワーク	
	 	 	―阪神・淡路大震災以来の歴史資料保全の歩み	
	 	   奥村 弘

	 10	� ◯◯してみました世界のフィールド 

エジプトの空手稽古
	 	 相島 葉月

	 12	� みんぱくInformation

 14  味の根っこ 

オタマジャクシのナムプリック	
飯田 淳子

 16    文化遺産おもてうら 

エルサルバドルの芸術と大聖堂	
——何に価値をおくのか？	
村野 正景

 18 �手芸考 

「おのくん」とパンセ・ソバージュ 
杉本 星子

 20  ながなんぢゃ 

子どもの名前どうする？	
蔡 熙鏡

 21 次号予告・編集後記

月刊

２月号目次

　
二
〇
一
六
年
十
二
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
日

本
全
国
三
三
の
祭
り
「
山
・
鉾ほ

こ

・
屋
台
行
事
」
の
登
録
が
決

ま
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
行
事
に
は
、
歴
史
的
な
謂い

わ

れ
や

地
域
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
祭
り
の

維
持
な
ど
に
悩
む
地
元
に
と
っ
て
は
大
き
な
力
に
な
る
に
ち

が
い
な
い
。
私
自
身
、
昭
和
五
〇
年
代
の
研
究
者
時
代
か
ら

水
環
境
調
査
を
中
心
に
町
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
き
た
長
浜

の
曳ひ

き

山や
ま

が
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
感
慨
深
い
。

　
長
浜
の
曳
山
は
特
に
「
芸
山
」
と
言
わ
れ
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な

山
は
、
長
浜
町
衆
の
先
取
性
と
そ
れ
を
支
え
る
経
済
性
の
賜た

ま

物も
の

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
舞
台
で
は
男
子
に
よ
る
子
ど
も
歌

舞
伎
が
演
じ
ら
れ
、
八
幡
神
社
へ
の
奉
納
が
な
さ
れ
る
。
今

も
「
女
人
禁
制
」
で
曳
山
運
行
へ
の
女
性
参
加
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。

　
毎
年
一
ケ
月
以
上
か
け
て
芸
を
仕
込
み
子
ど
も
役
者
に
育

て
あ
げ
て
い
く
の
は
若
い
衆
の
責
任
だ
。
若
い
衆
の
多
く
は

子
ど
も
役
者
だ
っ
た
。
曳
山
祭
に
不
可
欠
な
三
役
（
振
付
・

太た

夫ゆ
う

・
三
味
線
）
と
シ
ャ
ギ
リ
も
地
元
で
担
い
手
が
養
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
世
代
を
つ
な
ぐ
祭
り
を
支
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
、
町
づ
く
り
の
拠
点
の
黒く

ろ

壁か
べ

再
生
な
ど
を
果
た
し

た
社
会
関
係
資
本
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
長
浜
曳
山
に
つ
い
て
語
る
と
ど
う
し
て
も
思
い
お
こ
す
人

が
い
る
。
市
内
中
心
部
を
流
れ
る
米
川
支
流
の
浄
化
活
動

に
最
晩
年
の
命
を
注
い
だ
片
野
喜
代
士
さ
ん
だ
。
片
野
さ

ん
は
南
片
町
と
い
う
い
わ
ゆ
る
遊
郭
街
で
大
正
三
年
に
生
ま

れ
ず
っ
と
そ
こ
で
育
っ
た
。
家
の
中
に
は
米
川
支
流
が
流
れ
、

夏
の
ホ
タ
ル
や
ゴ
リ
、
秋
の
ビ
ワ
マ
ス
な
ど
、
ま
さ
に
四
季
の

自
然
が
豊
か
な
遊
郭
街
だ
っ
た
。
子
ど
も
時
代
か
ら
曳
山
に

登
り
た
か
っ
た
が
、「
女
の
町
の
も
ん
は
乗
せ
ら
れ
な
い
」
と

拒
否
さ
れ
、
さ
び
し
い
思
い
も
し
て
き
た
と
い
う
。
数
年
間

片
野
さ
ん
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
な
ぜ
あ
れ

ほ
ど
ま
で
に
米
川
の
清
浄
さ
を
取
り
戻
す
運
動
に
命
を
注
い

だ
の
か
、
あ
る
時
ふ
っ
と
理
解
し
た
。「
そ
う
だ
、
米
川
は
片

野
さ
ん
に
と
っ
て
の
曳
山
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
！
」
と
。
平

成
二
年
六
月
、
ホ
タ
ル
が
蘇
っ
た
米
川
ぞ
い
の
自
宅
で
七
六

歳
の
人
生
を
閉
じ
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
八
年
後
の
平
成
二
〇
年
四
月
。
滋
賀
県
知
事

と
な
っ
た
私
に
、
長
浜
市
長
と
と
も
に
曳
山
祭
り
の
役
者
行

列
の
先
頭
を
歩
く
役
を
下
さ
っ
た
。
氏
子
組
の
間
で
一
年
以

上
議
論
を
し
て
、
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
女
性
参
加
と
な
っ

た
よ
う
だ
。
た
だ
、
実
は
こ
の
渡
り
行
列
に
は
ひ
と
工
夫
凝

ら
さ
れ
て
い
た
。
氏
子
総
代
が
先
頭
の
そ
れ
ま
で
の
行
列
の

配
置
を
変
え
て
、
総
代
を
最
後
尾
に
も
っ
て
い
き
、
い
わ
ば

先
頭
部
分
は
神
と
か
か
わ
ら
な
い
分
離
空
間
に
仕
上
げ
た
の

だ
。
見
事
な
差
配
で
あ
る
。
伝
統
を
維
持
し
な
が
ら
、
前
例

の
な
い
女
性
知
事
の
受
入
空
間
を
生
み
出
し
、
氏
子
集
団
の

中
で
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
き
た
の
だ
。

　
夕
渡
り
の
晩
、
私
は
米
川
の
横
を
歩
き
な
が
ら
、「
片
野
さ

ん
、
長
浜
の
町
で
は
、
片
野
さ
ん
が
理
想
と
す
る
徹
底
合
意
の

町
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
よ
！
」
と
心
の
中
で
報
告
し
た
。


